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冬
の
夜
空
は
空
気
が

澄
ん
で
い
て
星
座
が

良
く
見
え
ま
す
。
見

上
げ
る
と
キ
ラ
キ
ラ

光
る
星
が
語
り
か
け
て
い
る
よ
う

で
、
寒
さ
の
中
で
も
気
持
ち
が
な

ご
ん
で
き
ま
す
。
冬
の
星
座
は
四

季
の
中
で
も
明
る
い
星
が
多
く
、

オ
リ
オ
ン
座
を
は
じ
め
見
応
え
十

分
。
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
は

一
番
明
る
い
恒
星
で
す

■
星
座

と
い
う
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
出
て

き
ま
す
が
、
現
在
の
星
座
は
、
四

八
の
「
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
星
座
」

に
四
十
を
加
え
、
一
九
二
八
年
に

全
天
八
八
の
星
座
と
そ
の
境
界
線

と
し
て
統
一
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
星
が
発
見
さ

れ
た
時
な
ど
の
位
置
が
世
界
中
誰

に
で
も
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た

■
昨
年
一
二
月
十
日
夜
の
天

体
シ
ョ
ー
「
皆
既
月
食
」
は
ニ
ュ
ー

ス
で
も
報
じ
ら
れ
関
心
を
も
た
れ

た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

満
月
の
皆
既
月
食
（
月
が
地
球
の

陰
に
完
全
に
隠
れ
る
）
は
め
ず
ら

し
く
、
赤
銅
色
の
満
月
が
四
九
分

間
観
測
で
き
ま
し
た

■
今
年
も

い
ろ
い
ろ
な
天
体
シ
ョ
ー
が
あ
り

ま
す
。
一
番
は
五
月
二
一
日
の
午

前
七
時
頃
見
ら
れ
る
「
金
環
日
食
」

（
太
陽
が
リ
ン
グ
状
態
に
）
で
し
ょ

う
。
本
州
で
の
観
測
は
一
八
八
三

年
以
来
で
、
是
非
カ
レ
ン
ダ
ー
に

マ
ー
ク
を

■
火
星
最
接
近
、
部

分
月
食
、
金
星
食
、
三
大
流
星
群

の
流
れ
星
な
ど
な
ど
今
年
も
楽
し

み
で
す
が
、
夕
方
西
の
空
に
堂
々

と
輝
く
金
星
を
見
な
が
ら
「
見
上

げ
て
ー
ご
ら
ん
、
夜
の
星
を
ー
」

の
気
分
に
な
っ
て
み
て
は
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
に

派
遣
社
員
の
直
接
雇
用
を

求
め
る
闘
い
＝
ご
支
援
を

８
年
余
、
沖
電
気
の
プ
リ
ン

タ
事
業
会
社
（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
）

で
正
規
社
員
と
同
様
に
働
い
て

い
た
契
約
社
員
が
１
１
年
９
月

に
契
約
解
除
。
派
遣
法
に
則
る

直
接
雇
用
を
求
め
る
闘
い
で
す
。

群
馬
労
働
局
へ
の
申
告
、
電

機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
て

の
交
渉
な
ど
で
早
期
解
決
を
求

め
て
い
る
。

椿の花言葉：謙遜

７
１
．
８
％
の
人
が
「
生
活
が
苦
し
い
」

中
高
年
の
３
０
〜
４
０
％
が
預
貯
金
を
取
り

崩
し
て
生
活
し
て
い
る
。
２
０
０
０
年
比
で
高

卒
男
子
・
技
能
職
（
３
５
歳
相
当
）
で
は
６
％

程
度
の
低
下
、
大
卒
男
子
・
事
務
技
術
職
（
３

０
歳
相
当
）
で
は
２
％
程
度
低
下
（
電
機
連
合

調
査
）
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
会

が
取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
左
の
グ
ラ

フ
）
で
も
、
生
活
が
「
か
な
り
苦
し
い
」
「
や

や
苦
し
い
」
を
合
わ
せ
る
と
７
１
．
８
％
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
料
や
税
負
担
増
も

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
優
先
株
で
調
達
し
た

３
０
０
億
円
な
ど
で
労
働
条
件

の
回
復
に
投
資
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
的
課
題
と
手
を
取
り
合
っ
て

今
春
闘
は
、
賃
上
げ
や
雇
用
を
守
る
な
ど
の

労
働
組
合
固
有
の
課
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
内
の
産
業
や
農
林
業
の
衰
退
を
も
た
ら
す
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
や
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
し
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
さ
せ
て
い
く
問
題
、
震
災
復

興
な
ど
の
国
民
的
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
、
内
需
中
心
経
済
の
活
性
化
に
も
な
り
、

雇
用
の
拡
大
・
賃
金
の
引
き
上
げ
の
土
台
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

心身の不安はありますか？

■
派
遣
で
働
い
て
、
手
取
り
１
３
万
円
、
実
家
に
住

ん
で
い
る
が
一
人
で
は
や
っ
て
行
け
な
い
。
民
主
党

に
な
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
ど
う
に
か
し
た
い
。

（
関
連
会
社
・
非
正
規
・
29
歳
以
下
・
男
）

■
職
場
環
境
、
人
間
関
係
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
心
身
を
病
ん
で
い
る
労
働
者
が
増
え
て
い

る
様
に
感
じ
ま
す
。
弱
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
余
裕

が
出
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
お
互
い
良
い
仕
事
が
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
生
産
部
・
正
社
員
・
50
歳
代
・
女
）

社会保険・税だけで

5,620円の負担増（50歳代男性）

・・・2010年度⇒2011年度・・・

健康保険基本保険料 3,032円 ⇒ 4,740円

健康保険特定保険料 3,544円 ⇒ 3,663円

介護保険料 1,416円 ⇒ 1,742円

雇用保険料 1,495円 ⇒ 1,496円

地方税 11,600円 ⇒ 13,000円

厚生年金保険料 19,269円 ⇒ 21,335円

12年度「生活改善要求アンケート」結果と
寄せられた「声」 ご協力ありがとうございました。

必
要
額
の
加
重
平
均

３
７
、
５
０
０
円

労
働
者
全
体
の
賃
金
の
底
上
げ
で

生
活
を
守
り
、
日
本
経
済
の
復
活
を
！

困っている・不安なこと

■なぜ鉛筆、ペン、メモ帳などの日常用

品も提供されていないのだろう。

（沖データ・非正規・29歳以下・男）

■社員と派遣・契約社員が半々ぐらいで

すが、仕事の中心を多くの契約社員が担っ

ています。不安定なまま、しかも安い賃

金で社員以上の仕事をさせられています。

契約社員の正社員化の運動も必要と思っ

ています。（情報通信・正社員・50歳代）

生活に必要な増額
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正
規
社
員
に
な
り
た
い

【
派
遣
社
員
】

沖
電
気
の
製
造
現
場
で
派
遣
労

働
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
時

給
は
１
０
０
０
円
程
度
で
す
。
職

場
の
半
数
近
く
は
、
契
約
や
派
遣

な
ど
の
非
正
規
社
員
で
す
。

会
社
や
沖
電
気
の
労
働
組
合
は

非
正
規
社
員
を
仕
事
量
に
応
じ
た

調
整
弁
と
位
置
つ
け
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
増
減
が
激
し
い
で
す
。

職
場
の
正
規
社
員
に
聞
く
と
、

沖
電
気
の
通
信
シ
ス
テ
ム
工
場
は

「
現
場
＝
派
遣
社
員
」
の
体
制
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
派

遣
社
員
↓
契
約
社
員
↓
正
規
社
員

に
な
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
（
仕
組

み
）
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
私
に
は
ル
ー
ル
が
教
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

雇
用
不
安
と
低
賃
金
で
働
い
て

い
る
の
で
、
結
婚
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
雇
用
が
安
定

す
る
よ
う
に
正
規
社
員
に
な
り
た

い
。
労
働
組
合
に
、
非
正
規
問
題

も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

宮
崎
移
管
の
会
社
方
針

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

旧
・
沖
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
の
八

王
子
の
Ｗ
Ｌ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
ウ
エ
ハ

状
態
で
組
立
完
了
の
半
導
体
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）
の
宮
崎
移
管
に
関
す
る

会
社
方
針
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
に
転
勤
で
き
な
い
人
は
、

退
職
優
遇
制
度
を
利
用
す
る
か
生

産
本
部
内
の
代
替
職
場
に
移
る
か

の
選
択
肢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
代
替
職
場
の
仕
事
内
容
が
不

明
だ
っ
た
り
生
産
本
部
以
外
の
職

場
へ
の
異
動
は
無
い
と
い
う
内
容

に
は
不
満
、
不
安
が
多
い
。

ま
た
生
産
現
場
で
働
く
請
負
会

社
は
多
く
の
非
正
規
労
働
者
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
会
社

方
針
が
示
さ
れ
、
す
で
に
個
別
面

談
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
正
規
・

非
正
規
を
問
わ
ず
全
員
の
雇
用
確

保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

更
衣
室
に
も
暖
房
設
備
を

【
群
馬
・
富
岡
】

01
年
上
半
期
が
７
年
ぶ
り
に
営

業
黒
字
に
な
る
な
ど
業
績
が
向
上

し
，
社
員
へ
の
「
還
元
」
と
し
て

ト
イ
レ
の
改
修
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
共
有
設
備
の
改
善
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

昨
年
末
か
ら
厳
し
い
寒
さ
が
続

い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
特
に

出
社
時
に
更
衣
室
で
着
替
え
る
の

が
寒
く
て
辛
い
で
す
。
「
更
衣
室

に
暖
房
設
備
を
入
れ
て
ほ
し
い
な
」

と
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
着
替
え

る
状
況
で
す
。

一
日
の
仕
事
が
始
ま
る
更
衣
室

で
気
分
良
く
着
替
え
が
出
来
る
よ

う
に
、
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
ト
イ
レ
改
修
に
続
い
て
更

衣
室
の
暖
房
導
入
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

休
憩
時
間
と
ら
ず
に
残
業
？

【
埼
玉
・
本
庄
】

大
量
生
産
の
機
種
が
増
え
、
年

度
末
に
向
け
て
職
場
が
忙
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
時
間
３
時
間
と
残

業
を
し
て
い
る
人
も
見
う
け
ら
れ

ま
す
。
３
時
間
残
業
の
場
合
は
２

時
間
残
業
後
に
１
５
分
（1

9
:
30

〜19
:
45

）
の
休
憩
が
あ
り
ま
す

が
、
休
憩
を
取
ら
ず
に
、
そ
の
ま

ま
残
業
を
続
け
る
人
も
い
る
よ
う

で
す
。
な
か
に
は
「
休
憩
の
時
間

が
あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。

就
業
規
則
で
決
め
ら
れ
て
い
る

休
憩
時
間
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
職

場
が
立
ち
作
業
で
、
体
を
酷
使
し

て
い
る
な
か
、
仕
事
に
集
中
す
る

た
め
に
も
休
む
と
き
は
休
む
、
と

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
職
場
の
責
任
者
の
目
配
り
、

声
か
け
も
大
事
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

組
合
の
資
質
が
問
わ
れ
る

【
東
京

芝
浦
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー
ブ
（
Ｏ
Ｐ
Ｓ
）

は
、
従
業
員
が
八
０
０
人
近
く
い

る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
関
連
グ
ル
ー
プ
な
の
に

何
故
か
組
合
が
な
く
、
社
員
会
し

か
な
い
と
聞
い
た
。
こ
れ
だ
け
の

従
業
員
が
い
る
の
に
何
故
Ｏ
Ｋ
Ｉ

労
組
は
組
合
を
作
ろ
う
と
し
な
い

の
か
不
思
議
で
あ
る
。

組
合
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
組
合
員
よ
り

も
会
社
と
の
立
場
が
弱
く
な
っ
て

お
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
社
員
会
に
対
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
受
け
ら
れ
な
い
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
労
組

は
本
気
に
な
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
の
従
業
員
の
権
利
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
益
々
信
頼
度
が
低

く
な
る
だ
け
で
あ
る
。

今
度
の
春
闘
に
し
て
も
「
本
気

で
闘
う
の
か
」
結
果
を
見
せ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
年
も
保
険
料
ア
ッ
プ

【
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー
・
テ
ク
ノ
】

０
２
年
に
沖
電
気
本
庄
地
区
の

製
造
部
分
が
独
立
し
て
設
立
し
た

会
社
は
、
健
康
保
険
も
中
小
企
業

な
ど
が
加
入
す
る
「
協
会
け
ん
ぽ
」

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

１
１
年
度
の
保
険
料
本
人
負
担

は
沖
電
気
よ
り
、
１
・
４
９
３
％

以
上
も
高
い
４
・
７
２
５
％
で
し

た
が
、
１
２
年
度
は
４
・
９
７
％

で
０
・
２
４
５
％
の
負
担
増
に

な
り
ま
す
。
試
算
で
は
、
年
収
４

０
０
万
円
で
年
間
で
１
万
円
程
度

の
負
担
増
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「
協
会
け
ん
ぽ
」
も
「
沖
電
気
健

康
保
険
組
合
」
も
リ
ス
ト
ラ
で
加

入
者
人
数
の
減
少
と
賃
金
ダ
ウ
ン

で
保
険
財
政
が
悪
化
し
、
毎
年
の

よ
う
に
保
険
料
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
リ
ス
ト
ラ
が
生
活
の
基
盤
を

破
壊
し
て
い
ま
す
。

《沖電気を考える》 第５１回

分
社
・
子
会
社
化
の
路
線
か
ら
一
転
し
て

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
企
業
の
再
編
・
統
合
へ

毎
年
行
わ
れ
る
調
査

で
、
１
１
年
度
の
女
子

は
全
年
齢
で
、
前
年
か

ら
０
・
１
〜
０
・
３
㌔

減
少
し
た
。
１
９
４
８

年
の
調
査
開
始
以
来
、

全
年
齢
で
の
減
少
は
初

め
て
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
願

望
の
低
年
齢
化
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。

不
適
切
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
骨
が
も
ろ
く
な
っ

た
り
、
卵
巣
の
発
達
が

阻
害
さ
れ
不
妊
に
繋
が

る
な
ど
の
身
体
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
全
身
の
筋
肉
量

の
減
少
も
指
摘
さ
れ
た
。

■
２
０
１
３
年
３
月
期

ま
で
の
計
画

◎
国
内
会
社
数
の

６
０
％
削
減

◎
連
結
子
会
社
数
の
半
減
化

リ
ス
ト
ラ
が
続
く
沖
電
気
の

職
場
で
す
。
統
廃
合
で
会
社
が

消
滅
し
た
り
、
連
結
決
算
か
ら

除
外
さ
れ
る
会
社
が
相
次
ぎ
、

安
心
し
て
業
務
に
集
中
で
き
な

い
と
い
う
状
態
も
改
善
し
て
い

ま
せ
ん
。
住
居
の
移
動
も
絶
え

ま
せ
ん
。
１
１
年
９
月
ま
で
の

１
年
間
で
も
、
６
社
が
連
結
か

ら
外
れ
ま
し
た
。

５～１７歳の女子の体重が減少

<文部科学省 学校保健統計調査>
話題

■
２
０
１
１
年
は
貧
困
と
格
差
に

反
対
す
る
運
動
が
全
世
界
に
拡
が
っ

た
年
で
し
た
。
非
正
規
労
働
者
が

３
４
％
を
占
め
る
日
本
で
も
闘
い

が
進
み
ま
し
た
。
電
機
関
連
職
場

の
闘
い
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

沖
電
気
（
東
京
）
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
過
労
自
殺
に
つ
い
て
労
災

と
認
定

津
田
電
気
計
器
（
大
阪
）

恣
意

的
な
６
０
歳
で
の
再
雇
用
選
定
問
題

で
雇
用
継
続
を
認
め
る
判
決

富
士
通
ソ
ー
シ
ア
ル
サ
イ
エ
ン

ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ

シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
過
重
労
働
に
よ
る
精
神
障

害
の
治
療
中
の
死
亡
が
労
災
認
定

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
シ
ス
テ
ム

（
愛
知
）
派
遣
労
働
者
の
解
雇
に
つ

い
て
名
古
屋
地
裁
が
損
害
賠
償
を
命

じ
る
判
決

オ
リ
ン
パ
ス

内
部
告
発
し
た
社

員
の
配
置
転
換
を
東
京
地
裁
が
不
当

と
認
め
、
会
社
に
賠
償
支
払
い
命
令

日
立
工
機
（
茨
城
）
６
０
歳
以
降

の
労
働
者
が
交
渉
で
１
年
３
ヶ
月
ぶ

り
に
就
業

三
菱
電
機
（
名
古
屋
）
「
派
遣
切

り
」
さ
れ
た
３
人
に
損
害
賠
償
の
命

令
判
決

ニ
コ
ン
、
派
遣
元
ア
テ
ス
ト

派
遣
先
で
の
過
酷
な
労
働
で
自
殺
し

た
男
性
の
事
件

最
高
裁
が
派
遣
元
・

派
遣
先
の
双
方
に
損
害
賠
償
命
令

ソ
ニ
ー

期
間
社
員
４
人
が
正
規

社
員
と
し
て
別
会
社
に
再
就
職

ソ
ー
ラ
ー
シ
リ
コ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
千
葉
）
労
働
組
合
結
成
を
理

由
と
し
た
解
雇
さ
れ
た
１
１
人
全
員

が
職
場
復
帰

日
本
電
子
硝
子
、
ニ
ュ
ー
マ
ン

パ
ワ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
滋
賀
）
県
労

働
委
員
会
が
請
負
社
員
の
偽
装
派
遣

に
つ
い
て
補
償
の
た
め
の
団
体
交
渉

を
命
令

パ
ナ
電
工
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
大
阪
）
外
部
委
託
へ
の
転
籍
か
早

期
退
職
か
を
迫
ら
れ
た
警
備
員
４
人

の
雇
用
継
続

ソ
ニ
ー

賃
金
の
大
幅
減
額
か
、

雇
い
止
め
か
を
迫
る
提
案
を
撤
回
さ

せ
、
雇
用
延
長
し
、
交
渉
を
持
続

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
セ
ン

サ
（
東
京
）
社
員
の
自
殺
を
労
基
署

が
労
災
と
認
定
。

２０１１年 電機関連の企業

働く権利を勝ち取った

・国内子会社 ４５社

（連結は２７社）

・海外子会社 ４５社

（連結は４０社）


